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昨
年
10
月
の
ご
み
有
料
化
か
ら
1
年
が

経
過
し
、目
標
値
を
上
回
る
32
％
の
ご
み

減
量
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま

た
、こ
れ
に
よ
り
清
掃
工
場
か
ら
排
出
さ
れ

る
二
酸
化
炭
素
も
削
減
さ
れ
、環
境
負
荷

の
低
減
に
も
貢
献
で
き
ま
し
た
。�

　
こ
れ
も
市
民
の
皆
さ
ん
が
有
料
化
を
き

っ
か
け
に
、ご
み
に
対
す
る
意
識
を
し
っ
か
り

持
っ
て
い
た
だ
い
た
成
果
と
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。�

　
し
か
し
、残
念
な
こ
と
に
4
月
以
降
ご
み

の
量
が
増
え
、リ
バ
ウ
ン
ド
の
傾
向
が
見
ら
れ

ま
す
。�

　
そ
こ
で
、一
人
ひ
と
り
が
有
料
化
当
初
の

意
識
に
も
う
一
度
立
ち
返
り
、ご
み
を
減
量

す
る
こ
と
で
、最
終
処
分
場
の
長
期
使
用

を
実
現
す
る
な
ど
、環
境
負
荷
の
低
減
に

努
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。�

　
よ
り
よ
い
環
境
を
次
の
世
代
に
残
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、皆
さ
ん
と
一
体
と
な
っ
て

「
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
八
王
子
」
を
築
い

て
い
き
ま
し
ょ
う
。�
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八
王
子
市
長
　
黒
須
隆
一
）�

�市
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
�

P2…ごみ量の比較
など　P3…指定収
集袋収入の使いみ
ち　P4・5…エコショ
ップ認定制度など　
P6…もう一度点検！
あなたのごみ出し　
P7…Q&Aなど　P8
…声のひろばなど�

リサイクルマスコット「クルリ」�

①

〜
分
別
意
識
の
低
下
は
ご
み
増
加
の
危
険
信
号
〜�

ごみ減量率の推移�

資源物増加率の推移�

※有料化前（平成16年
9月）にごみが多く出さ
れたため、9月の減量
率は上がっています。�

各月の減量率及び増加率は平成16年10月からの累計を前年同期間と比較したもの�
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②
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平成15年10月～平成16年9月� 平成16年10月～平成17年9月�

ごみ収集量の比較� 環境負荷の低減にも貢献�

　有料化実施後1年間（平成１6年10月から平
成17年9月まで）を前年同期間と比較して、可
燃ごみと不燃ごみを合わせ、32.0％（42,522トン）
の減量となりました。�

　清掃工場では、ごみ焼却量の減少により、
地球温暖化の原因である二酸化炭素の発
生を10,110トン抑制することができ、焼却灰
の埋立量も2,637トン削減することができました。�

資
源
物
は
貴
重
な
財
源
で
す�

　
資
源
物
の
売
払
い
金
は
、資
源
物
回
収
費
用
に
充
て
て

い
ま
す
。�

資源物回収の状況�
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③

　16 年度の 1 世帯の負担額は、1か月あたり
659 円でした。この金額には販売当初にまとめ
て購入された分が含まれており、指定収集袋の
販売実績が安定した、平成17年 1月から9月ま
での期間でみると、1世帯の負担額は、1か月
あたり437円となります。�

指定収集袋の負担額�指定収集袋収入の使いみち�

戸別�
収集�

資源物�
回収の
拡充�
28.8%

指定収集袋�
25.0%

啓発・その他�
10.9%

みどりの�
保全基金�
積立�
14.9%

繰越金�
14.0%

戸別収集　66,146,901円　�
　可燃ごみ収集　 13,390,905円�
　不燃ごみ収集　  52,755,996円�繰越金　144,987,395円�

　将来の資源化の拡充に
備え、循環型社会の実現の
ために使います。　�

みどりの保全基金積立　　
　　　　155,000,000円�
　本市に残された貴重なみ
どりを市民共有の財産とし
て保全し、緑化の推進を図
るために、みどりの保全基
金に積み立てました。　�

啓発・その他　113,558,004円�
　カレンダー・手引き作成　41,900,610円
　掲示物等作成　　　40,289,345円�
　清掃工場等経費　　16,334,589円�
　生ごみ処理機補助　　8,097,200円�
　資源集団回収　　　　4,360,610円�
　不法投棄パトロール　  2,575,650円�

指定収集袋　259,282,752円�
　製造費　　　  178,655,073円�
　運搬等管理費　 80,627,679円�

資源物回収の拡充　299,326,968円�
　ペットボトル　　 99,560,475円�
　プラスチック　　74,628,205円�
　空き缶　　　　 57,922,444円�
　古紙　　　　　37,555,165円�
　古着・古布　　  14,990,012円�
　空きびん　　　 14,670,667円�

指定収集袋収入一覧　　　　　　　　　�
　　　　　　　　（平成16年9月～平成17年3月）�

販売数（枚）�  収入額（円）�

可燃　ミニ袋�

　　　小　袋�

　　　中　袋�

　　　大　袋�

不燃　小　袋�

　　　中　袋�

　　　大　袋�

合　計�

2,405,650�

5,359,100�

6,292,420�

3,164,920�

3,314,700�

4,748,790�

2,861,720�

28,147,300

21,650,850�

96,463,800�

232,819,540�

237,369,000�

59,664,600�

175,705,230�

214,629,000�

1,038,302,020

　指定収集袋の収入は、有料化に伴い実施
した戸別収集、資源物回収の拡充、指定収
集袋制度など、新たに必要となった経費に充
当しました。内訳は次のとおりです。�

6.4�
%

充当先事業
1,038,302,020円�



～ごみの発生を抑える生活スタイルへの転換～�

　平成16年10月からのごみ有料化により大幅なごみ減量とそれに伴う環境負荷低
減という大きな成果があがりました。この成果に甘んじることなく、更なる減量を実現
するためには、資源物を含むごみ総量の抑制を実現する取り組みが必要となります。
そこで、市では、ごみの発生を抑制する取り組みとして『八王子エコショップ認定制度』
（5ページ参照）をスタートさせます。また、同時に使い捨ての象徴とされるレジ袋の削
減に向け、身近な生活の中からできる発生抑制としてマイバッグの持参運動を展開
します。�

市　民�

事業者� 行　政�

・発生抑制を意識した消費行動�

・発生抑制に取り組む事業者の選択�

・環境に配慮した�

　事業活動の推進�

・販売スタイルの�

　見直し�

・発生抑制への

　誘導�

・情報発信�

簡易包装の実施�
エコ商品の販売etc

発生抑制を意識し
た消費行動�

意見・提案�
活動への協力�

エコショップ認定
優良事業者の表彰�

新たな発生抑制策
への参加�

市民・事業者・
行政3者の意
見交換の場�

環境にやさしい事業者
としてイメージアップ�

負 担 の 軽 減 �
環 境 保 全 �

最終処分場の長期使用
処理経費の低減�

環境にやさしい事
業者のPR

ごみの発生抑制イメージ図�
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環境にやさしいお店募集�
～エコショップ認定制度スタート～�

《申し込み》�
　申請用紙に必要事項を記入して、直接ま
たは郵送で下記へお申し込みください。�
〒192-8501 八王子市元本郷町3-24-1�
八王子市役所ごみ減量対策課�
☎20 -7256、FAX26-4506

《主な認定要件》�
■レジ袋の削減・簡易な包装に取り組んでいる�
■商品のバラ売りや量り売りを行っている�
■環境に配慮した商品を販売している�
■リサイクルに取り組んでいる�

この1年間の減量効果を持続・拡大するため、以下の取り組みを行っていきます。�

1.減量状況に応じた地域別対策�

　減量率は市内均一ではなく、地域によって
減量状況は異なります。その地域のごみの排
出状況を踏まえたきめ細かな対策に地域と連
携して取り組みます。�
�

2.集合住宅対策�

　ルールが守られていない、分別がきちんと
できていない集合住宅には、説明会の実施や

各戸へのチラシの配布を通じ改善を図り、減
量に結び付けていきます。また、集積所が清潔
に維持管理されている集合住宅に対して認定
マークを交付する集積所適正管理認定制度
をスタートしていきます。�
�
3.事業系ごみの減量・資源化の推進�

　市民の皆さん同様、市内の事業者にもごみ
減量・資源化をお願いしていきます。�

�
　買物袋持参運動の推進、簡易包
装の実施、エコ商品の販売など、ご
みの発生を抑制する取り組みを行っ
ている、環境にやさしいお店を『八王
子エコショップ』として認定し、認定
証などを交付するとともに、広報やホ
ームページを通じ、広く市民の皆さんにご案内する制度をスタートします。�
　そこで、認定を希望する小売店を広く募集します。詳しくは市役所3階ごみ減量対策課、
市のホームページで配布する募集要項をご覧ください。�
�

▲バラ売りを積極的に利用しましょう�

⑤



⑥

　ごみの分別は確かに手間がかかります。『分別するのは面倒くさい』とか、『私
ひとりぐらいなら大丈夫では』と考える人が増えることで、ごみはすぐに増えてしま
います。せっかく30%を越えるごみ減量が実現できても、一時的なものであっては
大きな成果に結びつけることはできません。皆さんの大切なお子さんやお孫さん
にこの環境を確実に引き継いで、次の世代への責任を果たしていきましょう。�
　ここで、もう一度、減量のポイントを確認してみましょう。ごみを減らすには、一人
ひとりの意識の持続が大切です。�

《可燃ごみ編》�

《不燃ごみ編》�

その1　生ごみの水切りはできていますか？�
　◆夏場だけではありません！ 水切りの徹底を�
その2　可燃ごみの中に雑紙が混入していませんか？�
　◆雑紙（ざつがみ）の分別�
　　　名刺の半分以上の大きさで、特殊な加工がされていないものが対象です。具体的には・・・�

　資源物として回収しているプラスチックやペットボトルが混入していませんか？�
　◆資源化できるものは確実に分別を！　～ つい うっかりは なくしましょう ～�

▲お菓子やティッシュなどの紙箱� ▲封筒、トイレットペーパーの芯� ▲ダイレクトメール�

▲プラスチック� ▲ペットボトル�

▲シャンプー・洗剤などのボトル状の
プラスチック容器　　　　　　�

▲発泡スチロール製のトレイ・�
　　　カップ麺の容器　　　　　　�

▲家電製品・果物などを保護している�
　発泡スチロール製の緩衝材　　　

〈プラスチックで出せるものは以下のものです〉�



　市内小学4年生が描いたごみ問題啓発ポスターを不
法投棄現場や資源物集積所に掲示し、ごみ問題の解決
を図っていきたいと考えています。�
　詳しくは、ごみ減量対策課（☎20-7256）までお問い合
わせください。� ▲今年寄せられた作品�

▲不法投棄の現場に掲示�▲中野西一町会では、資源物集積所などに掲示しています� �

⑦

　   と表示されているもの
は、全てプラスチックの日に
出してもいいのですか？�

枝葉は無料なのに、草花や
芝はなぜ有料なの？�

可燃ごみ専用袋を黄色に変
更してほしいです。�
カラス対策に効き目があると
聞いてますが…�

　回収するものは、ボトル容器、発泡スチロール製容
器、発泡スチロール製緩衝材です。それ以外は、不
燃ごみでお出しください。�
　現在プラスチックは、処理施設がなく、保管場所が
狭いため、品目を限定して回収しています。�

　本市では、生け垣造成補助制度を設けるなど、緑
化を推進しているため対象である樹木の枝葉に限
定して無料としています。草花・雑草・芝は可燃ご
み専用袋に入れてお出しください。�

�

　ただ単に、ごみ袋の色を黄色に変えるだけではカ
ラス対策に効果はありません。カラスは特殊な加工
をし、黄色く着色したごみ袋の中身が見えないとの
実験結果が出ています。また、製造には1.5倍以上
の費用がかかります。�
　現在、黄色以外のほかの色についても研究が進
んでいますので、これらの結果を見極めながら検討
していきたいと考えています。�

�



古紙配合率100%再生紙を使用しています�
⑧

訂正とお詫び�指定収集袋の取り扱いをやめました。�

　平成17年10月15日発行のリサイクル
タウン八王子Vol.23の3面中、樹木の
枝の写真説明について長さ60mとなっ
ているのは、長さ60cmの誤りでした。
訂正してお詫びいたします。�

町　　名� 店　舗　名�

上壱分方町�

絹ケ丘一丁目�

中野上町一丁目�

あきる野市�

つたえ洋品店�

川津商店�

㈲高山商事�

㈱ヤサカあきる野むつみ橋店�
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が
多
い
よ
う

で
す
。�

�

（町名は50音順）［平成17年9月1日～平成17年10月31日］�

●
有
害
ご
み
を
資
源
物
集
積
所

に
間
違
え
て
出
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
戸
建
て
住
宅
の

場
合
は
自
宅
前
に
、
集
合
住
宅

の
場
合
は
不
燃
ご
み
集
積
所
に

透
明
・
半
透
明
の
袋
に
入
れ
て

不
燃
ご
み
の
収
集
日
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。�

�●
び
ん
・
缶
を
袋
に
入
れ
た
ま

ま
出
さ
れ
る
方
が
い
ま
す
。
必

ず
袋
か
ら
出
し
て
、
び
ん
・
缶

の
み
を
専
用
の
ボ
ッ
ク
ス
に
入
れ

て
く
だ
さ
い
。�

�●
カ
ラ
ス
対
策
で
効
果
が
あ
る

Ｓ
字
フ
ッ
ク
。
収
集
の
際
に
、
は

ず
れ
た
り
、
ご
み
袋
と
一
緒
に

持
っ
て
き
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
収
集
現
場
で
は
、
こ
の

よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
努
め

て
い
ま
す
が
、
Ｓ
字
フ
ッ
ク
を
固

定
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、

紛
失
防
止
と
収
集
効
率
の
ア
ッ

プ
に
つ
な
が
り
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
�

市  

民  

の  

声�

作
業
現
場
か
ら
の
声
�

�　
買
い
す
ぎ
に
注
意
�

●
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
で
、
食
品

の
賞
味
期
限
が
切
れ
て
し
ま
っ

た
り
、
果
物
や
野
菜
が
い
た
ん

で
し
ま
い
、
捨
て
て
し
ま
っ
た
こ

と
は
な
い
で
す
か
。
ご
み
を
増

や
さ
な
い
た
め
に
も
、
買
い
す

ぎ
は
禁
物
で
す
。
ま
た
、
料
理

の
作
り
す
ぎ
に
も
注
意
し
ま
し

ょ
う
。
こ
れ
を
機
会
に
冷
蔵
庫

の
中
を
チ
ェッ
ク
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。�

�　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
再
利
用
�

●
皆
さ
ん
は
パ
ス
タ
を
ど
の
よ
う

に
保
存
し
て
い
ま
す
か
。
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
を
再
利
用
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
用
意
す
る

の
は
2
リ
ッ
ト
ル
の
ペッ
ト
ボ
ト
ル
。

こ
れ
に
パ
ス
タ
を
入
れ
る
だ
け
。

密
封
も
で
き
、
逆
さ
に
し
て
出

す
と
、
一
人
前
出
て
き
ま
す
。

ぜ
ひ
お
試
し
く
だ
さ
い
。�


